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1. 指導医（○：責任指導医） 

刈谷豊田東病院：○小山 勝志、佐藤 諒、竹内 圭介、大川内 幸代 

高浜豊田病院：○杢野 晋司、稲石 貴弘 

介護法人保健施設 ハビリス一ツ木：○田中 國晃 

2. 一般目標 

高齢の患者と家族に対する退院後の医療・福祉サービスや在宅ケアの現場を経験することに

より、認知症、骨粗鬆症、感染症、排尿・摂食障害等の高齢者に特に多い疾患・障害を有する

患者に対する一般的な外来診察や在宅管理法を習得することを目的とする。 

3. 個別行動目標 

(1) 慢性期・回復期病棟の研修によって、地域の医療機関との役割分担と病診、病病連携の実

際を学び、連携の意義を述べることができる 

(2) 介護保険制度についての枠組みと介護度認定について述べることができる。 

(3) 患者に必要な医療、福祉資源を挙げ、各機関に働きかけながら問題解決図ることができる。 

(4) 一般外来で、頻度の高い慢性疾患について、症候・病態について適切な臨床推理プロセス

を経て解決に導き、継続診療を行うことができる。 

(5) 患者が営む日常生活や居住する地域の特性に即した医療（在宅医療を含む）について理解

し、実践することができる。（在宅診療：介護法人保健施設 ハビリス一ツ木内） 

(6) 入院患者について、入院診療計画書を作成し、患者の一般的・全身的な診療とケアを行い、

地域医療に配慮した退院調整ができる 

(7) 地域医療の特性及び地域包括ケアの概念と枠組みを理解し、医療・介護・保健・福祉に係

る種々の施設や組織と連携できる 

(8) 法定健（検）診、総合健診、人間ドック、予防接種などの予防医療の公衆衛生上の重要性

と各種事業を推進する意義を理解することができる 

4. 学習方略 

4.1 2 年次の必修研修：4 週 

4.2 研修初日：研修初日には責任者（診療部長・病棟看護師長）に挨拶する。 

4.3 原則一人の研修医に対し一人の指導医がつき指導を受ける。 

4.4 研修スケジュール（基本例） 

(1) 一般外来診療:急性疾患から慢性疾患まで幅広く対応する｡診療時には、指導医による振り

返りを行う。  

(2) 入院診療：複数の基礎疾患をもつ高齢者に対する診療を中心に研修する。  

(3) 入退院支援室：地域医療の特性および地域包括ケアの概念と枠組みについて研修する。 

(4) 刈谷中部地域包括支援センター：地域でのサービス調整、連携の実際、介護保険について

研修する。  

(5) 回復期リハビリテーション病棟：診療科の役割と病棟の意義を深める。  

(6) 在宅診療研修：様々な社会的背景により介護法人保健施設 ハビリス一ツ木に入所されて

いる利用者に対する在宅医療の現場を体験し、診察と家族への対応を学ぶ。 
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5. 評価 

5.1 形成的評価 

(1) 経験した症例にて症候、疾病・病態に対する病歴要約を基本的診療業務「一般外来」・「地

域医療（病棟での研修）にて各 1 件以上作成する。作成方法：カルテに記載した SOPA 記事

を、研修医評価システムへ貼り付け考察を加える。 

(2) 健康診断活動研修を通したレポート作成（1件） 

5.2 到達目標評価 

(1) ローテート中に経験した習得事項から、資質・能力に対する内省コメントを 2 件以上作成

する。 

(2) 研修医評価システムにて、EPOCⅠ・Ⅱ・Ⅲの評価表を用いた指導医・看護師・薬剤師を含

む多職種より 360 度評価を行う。 

 


